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り、私は第 1 章末部においてその可能性を予告するつもりである。 






ろう。これらの問題についてはそれぞれ、第 2 章と第 3 章において中心的テー
マとして扱う。また、第 4 章および第 5 章では、主にアイデオロジーの領域に
おいて現在主義の利点を明らかにする。第 1 章で見るように、現在主義は単に
存在論のテーゼではなく、時間の本性に関するアイデオロジーのテーゼでもあ










































































































世界（The World Enough for Time）」とす
ることを選んだ。ちなみに、ビゲローの論文のタイトルそれ自体もおそらく、
イギリス形而上詩人アンドルー・マーヴェルの有名な詩（「羞しがる彼の恋人へ
（To His Coy Mistress）」）の一節のもじりである。（時空に関する絶対説と関係
説を論じた、 アーマン［Earman 1989］の本の題名もまた同じ詩の一節にイン
スパイアーされたものと思われる。）マーヴェルが描く時間の経過の儚さと無慈
悲、そして、よくも悪くも今しか生きることのできない我々人間の焦燥感と衝
動は、現在主義の重要な直観を表現するのにもっともふさわしいと私には思わ
れる。 
